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論文内容の要旨
本論文はディジタル発振器の構成，およびその実用化に関する研究をまとめたもので，次の 5 章か
ら構成されている。
第 1 章では，ディジタル発振器に関するこれまでの諸研究のあらましを述べるとともに，本研究の
占める位置，新しく得られた結果について述べている。
第 2 章では， 2 次のディジタル回路の発振条件式を導出し，その条件式と，乗算器を 1 個に制限し
た場合の素子聞の伝達定数を用いて得られる可能なすべての回路構成を導いている。その結果，この
条件のもとでの回路構成が 6 種類のパターンに分類されることを指摘するとともに，一般に高次にな
るに従って，構成回路は誤差発生源である乗算器の使用数が増加するため，次数を高めることによっ
て回路を改良することはできないという結論を得ている。
ディジタル発振器を有限容量レジスタで実現する場合， 1) 乗算器係数の量子化誤差， 2) 演算結
果の量子化誤差の発生を避けることはできない。
第 3 章では，それらの誤差が存在するにもかかわらず完全な周期性のある出力を得ることができる
実用的な発振器について， 2 種類の設計法を提案している。ここで「完全に周期的な波形」とは， N 
が正弦波のM周期内のサンプル数であるとき，第 K番目の標本値 YK に対し YN+K=YK が成立するこ
とと定義し，ここでの設計法においては，直接形発振器を基本回路として用いている。第 1 の方法は
所望の出力を発生するように乗算器係数と状態変数の初期値の組み合わせを選ぶ方法であり，第 2 の
方法は簡単な論理回路を付加することによって強制的に出力系列を修正し，完全に周期性のある出力
を発生させる方法である。このディジタル発振器はハードウェアで実現され，その実験によってこの
-276 -
章における理論の有効性を保証している。
第 4 章では，正弦波と余弦波を同時に同一回路から発生する発振器の設計法を述べ，その方法によ
り得られた各回路を解析している。またこれらの回路によって「完全に周期的な波形」を発生できる
ことを電子計算機を用いたシミュレーションによって証明している。この正弦波-余弦波発振器は高
速フーリェ変換の専用ハードウェアなどに応用でき，従来の読み出し専用メモリを用いた回路に比較
して，はるかに経済的に実現できることが示されている。
第 5 章は結論であり，本研究で得られた結果をまとめ，あわせて今後の課題について述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，従来アナログ回路を用いて行なわれてきた，正弦波を補助信号として用いる情報処理を，
ディジタル回路ないしは計算機ソフトウェアを用いて行なう方式について述べたものである。
まず\ディジタル回路の発振条件式を求め，この結果を用いて，発振器として実現可能な回路形式
を導出している。また，任意の周波数を発振し， しかも周波数変動を起きない発振器の設計方法を提
案し，これにより，従来この種の回路では避けられなかった量子化誤差によるひずみを除去できるこ
とを明示している。
次に，以上の結果を用いて，同一回路で同時刻に正弦波と余弦波を発生させうる回路方式を導出し，
これにより変調回路の簡略化，小形化が可能となり，相関関数の計算をはじめ，高速フーリェ変換な
どの情報処理を比較的簡単に行ないうることに論及している。
これらの結果は，通信系において， しばしば用いられる信号変換をはビめ，情報の処理に用いられ
るハードウェアの構成に多くの知見を与えるものであり，そのアルゴリズムは計算機ソフトウェアの
構成に有用な役割を発揮する。
以上のように，本論文は通信工学，↑青報工学の発展に寄与する所が大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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